
2023 年 12 月 13 日 

日本鋼管福山病院を受診された患者さまへ 

 

当院では下記の臨床研究を行っています。本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を

研究目的に利用または提供されることを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせくだ

さい。また、研究への拒否の意思を表明されても、いかなる場合でも不利益を被ることはありません。 

 

研究課題名 

（承認番号） 

胃底腺型胃癌におけるリンパ節転移の危険因子に関する多機関共同後ろ向き 

研究（2023-05） 

当院の研究責任者 

（所属・職位） 

楠本 智章（消化器内科・医師） 

研究分担者 

他の研究機関および

各施設の研究責任者 

研究代表者：東京大学医学部附属病院 次世代内視鏡開発講座 辻陽介 

      順天堂大学医学部 消化器内科 准教授 上山 浩也 

共同研究機関：全国の医療機関 40 施設 

研究の背景・目的 胃底腺型胃癌は非常にまれな胃癌であり、胃癌症例の 1.6%ほどと言われて

いますが、近年は報告例が増加しています。現行の胃癌治療ガイドライン（第

6 版）では内視鏡治療適応の原則として、「リンパ節転移の可能性が極めて低

く、腫瘍が一括切除できる部位と大きさにあること」とし、絶対適応病変と内

視鏡的切除の根治性評価の規定があります。そして、粘膜下層浸潤の胃底腺型

胃癌については、従来の内視鏡治療の治癒切除基準を拡大できるのではないか

と期待されます。胃底腺型胃癌の、特に粘膜下層浸潤癌におけるリンパ節転移

リスクと治療 3 年後の再発率を多機関共同研究により明らかにし、内視鏡的切

除の適応・リンパ節郭清を伴う胃切除術の必要性について検討します。 

研究対象 

（該当期間） 

2010 年 1 月 1 日から 2020 年 12 月 31 日までの間に当院において、外科切

除もしくは内視鏡切除された胃底腺型胃癌（胃底腺型腺癌、胃底腺粘膜型腺

癌）のうち深達度が粘膜下層浸潤と診断された約 60 名の患者さま 

研究期間 倫理審査委員会承認後から 2028 年 12 月 31 日 

研究の方法 

（使用する試料等） 

研究者が診療情報をもとに研究対象に当てはまる患者さまのデータを収集い

たします。すなわち、過去のカルテデータ、検査データ等のみを使用し、新た

な血液やデータは取得いたしません。 

●利用する情報 

性別、治療時年齢、治療日、ヘリコバクター・ピロリ感染状況、予後、内視鏡

所見、術前総合診断、治療法、病理診断結果、術後追加治療の有無、再発に関

する情報、異時性多発の有無等 

試料/情報の他の研究

機関への提供および

提供方法 

この研究で収集した情報は、研究代表施設(東京大学医学部附属病院)に提供

されます。提供の際、氏名、生年月日などのあなたを直ちに特定できる情報は

削除し、提供させていただきます。 

試料・情報の保存 

二次利用 

この研究に使用した情報は、研究の中止または研究終了後 5 年間、当院医局

および広島国際大学 楠本研究室で研究責任者が厳重に保存させていただきま

す。電子情報の場合はパスワード等で制御されたコンピュータに保存し、その

他の情報は施錠可能な保管庫に保存します。なお、保存した試料・情報を用い

て新たな研究を行う際は、倫理審査委員会にて承認を得ます。 

また、収集した情報を調査シートに記入し電子データで研究事務局に送付し

ます。調査シートでは患者さまの名前は使用せず、当院で研究用 ID に置き換

えて送付し、データは研究事務局で保管されます。さらにセキュリティー暗証

番号付き USB に保存された上で研究事務局にて集計され、解析されます。 



個人情報の取り扱い 研究結果は個人情報がわからない形にして、学会や論文にて発表する予定で

す。 

研究参加拒否申請 2024 年 3 月 31 日 

お問い合わせ先 日本鋼管福山病院 消化器内科 

氏名：楠本 智章 

〒721-0927 広島県福山市大門町津之下 1844 

TEL：084-945-3106 

備考  

 


